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③　千葉県立北総花の丘公園～ハロウィンフェスタ、はなのおかコンサート等

④　船橋市天沼弁天池公園～緑の相談コーナー，花苗，園芸用黒土の無料配布等

⑤　千葉県立手賀沼自然ふれあい緑道～ウェルカムゲート，ごみこしお披露目等

21

街路樹剪定士
～「切るも剪定、切らぬも剪定」～

　美しい街づくりにとって、都市の緑の骨格を形成す
る街路樹は、きわめて大切な役割を持っています。一
般社団法人日本造園建設業協会（日造協）では、街路
樹剪定の技術者を育成するために「街路樹剪定士」認
定制度を平成１１年に創設し、以来２３年が経過しました。
令和３年度末までに全国で１４,６８６名、うち千葉県では
９１５名の街路樹剪定士が県内各地域で活躍しており、
技術が世に示され、今では入札条件や特記仕様書等に
記載する自治体が多くなってきています。
　日造協千葉県支部では、昨年１１月２１日・２２日の２日
間、千葉市の幕張で学科及び実技の研修会・認定試験
を実施し、４８名が挑戦しました。初日は、総論のほか
基本的事項・剪定・病害虫・植栽基盤整備・安全衛生
管理・剪定のケーススタディについて日造協街路樹剪
定士指導員の講義に耳を傾け、学んだ後に学科試験を
実施しました。２日目の実技試験では、プラタナスと
イチョウについて、１人１本ずつの街路樹をそれぞれ
の樹種に適した剪定方法で樹形を整えるとともに、安
全確保等の詳細にいたるまでの実技試験を実施しまし
た。
　街路樹の剪定に必要な技術として、日造協では「効
率的な切返し剪定」を推奨しています。切返し剪定で
大切なのは、枝替えと枝抜きを頂部優勢にしてバラン
スよく仕上げることに尽きます。
　実技試験では、目標樹形のプロポーションや頂部優
勢をコントロールした剪定部位はもちろん、適正な剪

定位置、丁寧な芽の残し、不要枝と必要枝の選別等の
技術面だけでなく、墜落制止用器具等の装備面、枝の
降ろし方等の安全面も判定します。
　「街路樹剪定士」認定制度は、街路樹の剪定に携わ
る造園技術者ひとりひとりの自己研鑽とともに、現場
で優れた技術・技能を発揮していくことを目的として
います。制度が出来る前は、本来の樹形や剪定方法を
全く無視した無残な街路樹が全国各地域に存在してい
ました。このような課題も年々減少し、現在は、街路
空間に合わせた目標樹形のプロポーションを、行政・
業界が共有するようになりつつあります。街路樹剪定
のスペシャリストとして、長い年月をかけて都市の統
一美として実現させる持続可能なマネージメント能力
が今、街路樹剪定士には求められています。
　街路樹は、生活に潤いをもたらし都市美をつくり上
げる機能のほか、CO２の削減・ヒートアイランド現象
の緩和・野生生物のコリドー・防災・大気汚染物質の
吸収吸着等の効果があります。生き物を扱う唯一の建
設業として、資格取得後も技術・技能の研鑽に努め、
単に木を切るということではなく剪定により形成され
る街路樹の魅力を広め、地域に帰って地元の街路樹は
我々が守り、育て、美しい景観を維持する意気込みで
取り組んで欲しいと思います。
　「効率的な切返し剪定」は、日造協が推奨する街路
樹剪定の剪定技術です。

（松戸　克浩）

実技認定試験（イチョウ） 実技認定試験（プラタナス）ケーススタディ（イチョウ）

日造協千葉県支部との連携活動

ロープ高所作業特別教育
　 ８ 月２８日（木）、（一社）日本造園建設業協会千葉県
支部と県造園緑化協会共催で「ロープ高所特別教育」
が千葉県経営者会館（千葉市中央区）で開催されまし
た（実技は　みなと公園で実施）。
　開会にあたり佐藤支部長から、「ロープを用いた高
所作業の安全確保の向上につながるようしっかり学ん
でいただき、現場で働く人々の健康と災害発生の防止
に努めていただきたい。」と挨拶がありました。
　受講対象者は、日造協会員会社１３名、県造協会員会
社１５名、非会員 ４ 名、合計３２名が受講しました。
　講師は、造園特有の高所作業に特化した内容の講義
で定評のある、日造協技術アドバイザーの野村徹郎氏
が務めました。
　ロープ高所作業は造園業の中では特殊な分野のイメ
ージもありますが少しづつ普及しており、特に若い世
代で造園を始めた人に関心が強い傾向があるようで講
習会もたびたび、行われているようです。
　学科教育は、法令関係、ロープ高所作業での労働災
害、ロープ高所作業に関する知識や方法、ロープの構
造・点検などを勉強しました。ロープの結び方の実技
も行い一人一本用意されたロープで、「エイトノット、
バタフライノット、もやい結び」等の結び方の用途を
聞き、実際結び方はテキストを参考に野村講師が実際

に結んでいるのを見ながら実技をしました。その後、
フルハーネスの装着の仕方を学んだあと、近くのみな
と公園に徒歩で移動し、ワークポジショニング、メイ
ンロープとライフラインの緊結や実際に器具を使って
木に登ったり降りたりする体験、ぶら下がり墜落体験
を行いました。ロープ高所作業という慣れない体験に
講習生は皆、四苦八苦の様子でしたが新しい体験に真
剣に取り組んでいました。経営者会館に戻って閉講式
では、齊藤副支部長より「間違った使い方をしないよ
うに今後に生かしてほしい」と挨拶があり、修了証が
手渡されて終了しました。

（日造協千葉県支部幹事　大久保裕昭）


